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飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

表　紙

今月の

前列左から時計回りに、朋幸
くん、秀樹さん、江利子さん、
梨沙ちゃん、翔子さん

親子

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページの
検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ簡単
に移動することができます。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。
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白川在住

　４月下旬、中津川小中学
校授業参観の日。秀樹さん
と江利子さんはそろって子
どもたちの授業を見守りま
した。「先生方は、子ども
一人ひとりと向き合って勉
強を教えてくださいます。
それがこの学校の魅力で
す」。そう話す２人の言葉
には、学校への信頼と感謝
の気持ちが伝わってきます。

鈴木 秀  樹 さん（38歳）
ひで き

 江  利  子 さん（40歳）
え り こ

 翔子 さん（12歳）
しょうこ

 朋  幸 くん（11歳）
とも ゆき

 梨  沙 ちゃん（２歳）
り さ
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蛇口の向こう側
私 た ち の 水 道 水 を 知 る

来月６月１日から７日までは「全国水道週間」です。
今年のスローガンは「水道に　寄せる信頼　飲む安心」。
健康と生活に直結する水道水が将来にわたり「信頼」され、
「安心」なものであり続けるために何が求められるのか。

現状と課題についてリポートします。



広報いいで 4

小屋水源
小屋配水池

高造路水源

大平第１水源
大平第２水源

三宝荒神水源

お
い
し
い
水
が
届
く
ま
で

第
１
章私

た
ち
の
水
道
の
水
は
も
と
も
と
ど
こ
か
ら
き
た
水
な
の
か
？　

そ
し

て
そ
の
水
が
安
全
な
飲
み
水
に
な
る
ま
で
の
過
程
は
？　

健
康
と
生
活

に
直
結
す
る
水
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
で
す
。コ

ス
ト
と
水
量
を
見
極
め
て

２
つ
の
水
源
を
使
い
分
け
る

ポンプでくみ上げられる置賜白川の
表流水

上
水
道
と
簡
易
水
道

　

町
の
水
道
は
、「
上
水
道
」「
中
津

川
簡
易
水
道
」「
小
屋
簡
易
水
道
」
の

三
つ
の
給
水
区
域
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
上
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、
上
水

道
は
お
よ
そ
中
地
区
か
ら
高
峰
地
区

ま
で
、
簡
易
水
道
は
中
津
川
地
区
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
上
水
道
と
簡

易
水
道
の
違
い
は
、
給
水
人
口
に
よ

る
も
の
で
、
浄
化
方
法
や
給
水
の
仕

組
み
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

安
全
な
水
を
つ
く
る
仕
組
み

　

上
水
道
区
域
の
水
源
は
、
萩
生
地

区
の
山
間
部
の
湧
水
と
置
賜
白
川
の

表
流
水
で
す
。

　

山
の
恵
と
も
言
え
る
湧
水
は
、
水

源
地
か
ら
管
を
通
し
て
萩
生
配
水
池

に
集
め
ら
れ
ま
す
。
湧
水
は
比
較
的

不
純
物
が
少
な
い
た
め
塩
素
に
よ
る

滅
菌
消
毒
の
み
の
浄
化
で
飲
用
水
と

な
り
萩
生
配
水
池
よ
り
配
水
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
津
川
・
小
屋
地
区
の
簡

易
水
道
に
つ
い
て
も
湧
水
が
水
源
で

す
の
で
、
浄
化
方
法
は
同
様
で
す
。

　

年
間
を
通
じ
安
定
し
た
水
量
が
得

ら
れ
る
置
賜
白
川
。
砂
な
ど
が
比
較

的
少
な
い
表
面
の
流
水
を
ポ
ン
プ
で

く
み
上
げ
、
小
白
川
浄
水
場
へ
と
送

ら
れ
ま
す
。
浄
水
場
内
に
は
い
く
つ

か
の
池
が
あ
り
、
そ
こ
へ
順
次
に
水

を
く
ぐ
ら
せ
ま
す
。
そ
の
過
程
で
ご

み
や
砂
な
ど
の
不
純
物
を
沈
殿
さ
せ

「山の湧水」と「河川の表流水」 　上水道の水源は萩生の山からの湧水
と置賜白川の表流水です。
　湧水は水質が比較的きれいなため塩
素消毒のみで浄化でき、経費がかかり
ません。しかし、夏場の渇水による水
量の変動が生じます。
　河川からの表流水は、砂などの不純
物を除去するため、湧水に比べ薬剤や
ろ過に要する経費が多くかかります。
　町では、水量や経費などを見極めな
がら、双方の水源を効率よく経済的に
使い分けて配水しています。
　また中津川地区の簡易水道の水源は、
山間部からの湧水と地下水を利用し、
塩素滅菌のみで浄化しています。

水道水の原点「水源」

集水桝に流れ込む三宝荒神水源の湧水

◎水源
山の湧水
◎給水区域
小屋地区

【小屋簡易水道】

前野水源

大清水水源

Chapter_1

中央配水池

置賜白川水源

山の湧水＋地下水
◎水源

◎給水区域
中津川地区
（小屋・広河原地区を除く）

【中津川簡易水道】

◎水源
山の湧水＋置賜白川表流水
◎給水区域
中部地区・白椿地区・東部
地区・西部地区

【上水道】

小白川浄水場

六郎沢水源

萩生配水池

中津川配水池
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蛇口の向こう側

た
り
、
凝
集
剤
と
ア
ル
カ
リ
剤
を

使
っ
て
極
小
の
不
純
物
を
取
り
除
い

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
塩
素
消
毒
を

施
し
、
飲
用
水
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
小
白
川
地
区
の
中
央
配
水

池
に
送
ら
れ
、
配
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
に
水
を
送
り
続
け
る
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
配
水
池
や
浄
水
場
は
、

水
道
水
を
供
給
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
基
幹
施
設
と
い
え
ま
す
。
施
設
の

機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
、
断
水

な
ど
の
非
常
事
態
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
配
水
池
や
浄
水
場
と
を
結

ぶ
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、

施
設
内
で
故
障
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
即
座
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
水
質
だ
け
で
は
な
く
、

安
心
か
つ
安
定
し
た
供
給
も
水
道
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

水
道
水
の
普
及
状
況

　

次
に
、
町
の
水
道
の
普
及
状
況
を

見
て
み
ま
す
。
平
成　

年
度
末
の
人

20

口
8
4
5
7
人
に
対
し
、
給
水
人
口

は
8
2
0
0
人
。
普
及
率
は　
・
0
㌫

97

で
し
た
。
供
給
し
た
水
道
水
の
量
は
、

　

万
7
7
4
2
立
方
㍍
に
の
ぼ
り
ま

83す
。
し
か
し
、
近
年
の
人
口
減
少
を

受
け
、
そ
の
量
は
年
々
減
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
飲
用
水
と
し
て

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
井
戸
水
は
常

に
一
定
の
水
質
と
は
限
ら
ず
、
周
囲

の
環
境
変
化
に
影
響
を
受
け
た
り
、

管
理
が
よ
く
な
い
と
汚
染
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
井
戸
水
の
利
用
に

は
衛
生
管
理
の
徹
底
と
定
期
的
な
水

質
検
査
が
重
要
で
す
。
も
し
そ
れ
が

困
難
な
場
合
は
、
安
全
な
水
道
水
に

切
り
替
え
て
飲
用
す
る
こ
と
を
町
で

は
推
奨
し
て
い
ま
す
。

町全体の
水道の使用量
１日２,２９５㎥

１人当たりの
水道の使用量
１日２７９.８ℓ

※上記は平成20年度の有収
水量の実績から平均値を算出。
地域整備課上下水道室調べ

　「町民の皆さんの健康と生活を
守る重要な任務と認識し、日々、
安全で安心な水を供給できるよう
務めています」と語るのは、町の
水道技術管理者の伊藤貴広技師。
　水道技術管理者とは、水道事業
で必ず設置しなければならないと、
水道法で定められている技術面で
の責任者です。水道における一定
以上の知識と実務経験を必要とし、
任命権は水道設置者（町長）にあ
ります。

　水道水の水質基準は、法律（水
道法）によって定められています。
たとえば塩素は滅菌消毒に用いら
れますが、水道水に含まれる量は
ごくわずかで、健康上の影響はあ
りません。ＷＨＯ（世界保健機構）
のガイドライン値（生涯にわたり
その物質を含んだ水を飲んでも健
康に影響が生じない濃度）では５
㎎/ℓとされ、水道法では、配水場
より一番遠い地点で0.1㎎/ℓ以上
保持されることとされています。

　現在の水道料金は13㎜口径で、
10㎥まで2,100円、超過料金は１
㎥あたり210円です。これは平成
13年に料金を改定し、値下げし
たときから変わっていません。
　それに対し、平成20年度の上
水道施設と簡易水道を合わせて算
出した給水コストは、１㎥あたり
198円でした。コストには施設の
維持管理費や職員の人件費などが
含まれています。
　コストと水道料金の差額分は、
将来の水道施設建設改良のための
積み立てなどに当てています。
　また、水道料金は、町内各地区
から選ばれた委員の皆さんによる
「飯豊町上下水道運営審議会」の場
で、毎年、料金が適正なものであ
るか審議されています。

町の水道技術管理者

役場地域整備課上下水道室
伊 藤 貴 広 技 師

Ito Takahiro

町の水道技術管理者 水道水のコストと水道料金 水を浄化する薬品の安全基準

小白川浄水場内の薬品タンンク



いのうえ・とうきち●1954年５月、高峰生まれ。㈱高橋
工務店社員。水道現場歴30年以上のベテラン。会社は
飯豊町水道業務共同企業体に所属し、町からの委託を受
け水道施設の維持管理に当たる。建設現場では管工事や
機械設備工事などもこなす。高峰在住

井上藤吉 さ ん

飯豊町水道業務共同企業体
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中地区の沖部落に町で初めての水道となる沖簡易水道完成昭和３３年
萩生簡易水道完成３４年
添川簡易水道完成３５年

萩生簡易水道の給水区域を中・黒沢地区へ拡張
中央（椿・小白川）簡易水道完成

３７年

手ノ子簡易水道完成
中津川簡易水道完成

３９年

羽越水害により水道施設に甚大な被害を受ける
災害復旧工事を進めると共に、萩生・中央・添川・手ノ子
の４つの簡易水道を統合した上水道を新設

４２年

小屋簡易水道完成４６年
大平第１、大平第２水源（いずれも萩生）の新設５０年

小白川浄水場完成
大清水水源（中津川）の新設。中津川配水池の増設

５６年

萩生配水池の増設６1年
六郎沢水源の新設６３年

高造路水源（中津川）の新設
中津川配水池の増設

平成1０年

　飯豊町の水道は、昭和
33年の沖簡易水道創設か
ら始まり、以降、萩生、添
川、椿・小白川、手ノ子と
次々に簡易水道が創設され、
42年にこれら簡易水道を
統合して現在の上水道とな
りました。また、中津川簡
易水道は39年、小屋簡易
水道は46年に創設され、
現在に至っています。近年
からは、古くなった水道管
や機械などの交換を毎年実
施しています。

沖部落にある水道発祥を記念す
る石碑

つ
ま
り
手
ノ
子
・
高
峰
地
区
へ
の
給

水
は
電
気
の
力
に
頼
っ
て
い
る
実
情

が
あ
り
ま
す
。
電
気
が
な
い
と
水
を

送
れ
な
い
と
い
う
の
は
不
安
が
残
り

ま
す
。
近
い
将
来
、
新
た
な
水
源
を

模
索
す
る
と
き
、
白
川
上
流
に
位
置

す
る
手
ノ
子
・
高
峰
地
区
の
立
地
と

水
本
来
の
性
質
を
生
か
し
、
新
た
な

水
源
地
の
確
保
や
、
ほ
か
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
頼
ら
な
い
供
給
手
段
に
な
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
社
で
は
、
お
客
様
か

ら
漏
水
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
給
水
口
か
ら
の
わ
ず
か
な

水
滴
の
よ
う
な
漏
れ
も
一
日
で
お
風

呂
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
漏
水
は
さ
さ
い
だ
と
思
っ
て
も
、

町
の
指
定
す
る
「
給
水
装
置
工
事
事

業
者
」
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
の
止
栓
や
水
道
メ
ー

タ
ー
は
地
中
に
あ
る
た
め
放
置
し
が

ち
で
す
が
、
入
り
込
ん
だ
土
な
ど
を

　

私
た
ち
飯
豊
町
水
道
業
務
共
同
企

業
体
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

役
場
が
閉
庁
し
て
い
る
夜
間
や
休
日

中
の
水
道
施
設
の
監
視
や
維
持
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夜
中
で
も

施
設
に
異
常
が
発
生
す
る
と
警
報
の

連
絡
が
入
り
、
現
場
に
駆
け
つ
け
復

旧
に
当
た
り
ま
す
。
対
象
は
、
町
内

す
べ
て
の
水
道
施
設
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
で
多
い
の
は
、
施
設
内

で
の
電
気
系
統
の
故
障
で
す
。
ヘ
ビ

が
施
設
に
入
っ
て
停
電
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
豪
雨
、
暴
風
な

ど
の
悪
天
候
時
は
、
警
報
通
知
が
頻

繁
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
日
は
特
に

注
意
し
て
監
視
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
任
務
は
、
3
6
5
日
、

　

時
間
、「
水
を
止
め
な
い
こ
と
」

24「
安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
」
に

尽
き
ま
す
。

　

近
年
は
、
町
内
全
域
で
水
道
管
の

入
れ
替
え
を
実
施
し
、
地
中
で
の
漏

水
は
激
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
浄

水
場
、
配
水
池
、
水
管
橋
（
橋
の
下

に
あ
る
水
道
管
）
な
ど
で
老
朽
の
兆

し
が
見
ら
れ
ま
す
。
将
来
の
水
道
の

在
り
方
を
見
据
え
な
が
ら
、
施
設
の

更
新
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、
萩
生
配
水
池
と
小

白
川
浄
水
場
か
ら
手
ノ
子
、
高
峰
地

区
に
送
ら
れ
て
く
る
水
は
、
地
形
の

関
係
上
、
向
原
増
圧
ポ
ン
プ
場
を
経

由
し
て
各
家
庭
に
届
い
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
取
り
除
い
て
清
掃
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
の
と
き
に

「
水
を
止
め
る
」
こ
と
は
大
切
で
す

し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
時
々
自
分

の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
で

漏
水
の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

水道事業の沿革

水の性質を生かし、自然の
力で供給するのが望ましい



きくち・ゆきお●1934年２月、中生まれ。60年、町
職員となり役場土木課に配属。当時より水道担当とし
て簡易水道の普及に活躍。90年４月水道課長に就任。
94年退職。07年３月発行の『いいで史話会文集（第
35号）』に町の水道事業の歴史を執筆。萩生在住

菊地幸男 さ ん

元飯豊町水道課長

自然流下方式を選択した
先人の先見性は今に残る
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水道の歴史と今…
第２章

Chapter_２

れ
ま
し
た
。
私
も
当
時
、
担
当
者
と

し
て
現
場
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
事
業
拡
張
の
ス

ピ
ー
ド
は
驚
異
的
だ
っ
た
と
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

上
水
道
の
水
は
、
今
で
も
萩
生
地

区
に
あ
る
山
の
湧
水
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
簡
易
水
道
の
時
代
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
先
人
た
ち
の
先

見
性
を
称
え
る
べ
き
は
、
町
の
地
形

を
最
大
限
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
山
か
ら
平
野
部
へ
と
い
う
高

低
差
に
よ
る
自
然
流
下
方
式
を
採
用

し
、
電
気
な
ど
の
動
力
に
頼
る
こ
と

な
く
各
家
庭
に
水
を
届
け
る
こ
と
を

選
び
ま
し
た
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
重
要

視
す
る
現
在
に
通
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
羽

越
水
害
で
町
の
水
道
施
設
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
関
係
者
は
不

眠
不
休
で
復
旧
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
上
水
道
を
整
備
し
、
水

道
体
制
を
新
し
く
建
て
直
し
て
今
に

　

昭
和
三
十
二
年
に
中
地
区
沖
の
故

渡
部
与
五
平
氏
は
、
水
道
の
重
要
性

を
住
民
に
説
き
、
町
の
協
力
を
得
て
、

沖
部
落
に
町
内
初
の
水
道
施
設
の
完

成
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
戦
時
中
に

東
京
か
ら
疎
開
し
た
渡
部
氏
は
、

人
々
が
文
化
的
に
暮
ら
す
上
で
、
水

道
が
い
か
に
大
事
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
山

形
県
も
農
村
の
衛
生
環
境
を
改
善
す

る
に
は
、
水
道
は
不
可
欠
で
あ
る
と
、

そ
の
普
及
を
働
き
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

飯
豊
町
は
水
が
豊
か
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
飲
用
水
に
つ
い

て
は
中
地
区
や
萩
生
の
中
ノ
目
地
区

な
ど
で
は
確
保
に
と
て
も
苦
労
し
た

土
地
柄
な
の
で
す
。

　

沖
簡
易
水
道
の
完
成
を
皮
切
り
に
、

急
速
に
町
内
全
域
に
水
道
は
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
住
民
の
要
望
は
も

と
よ
り
、
当
時
の
金
子
春
次
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
為
政
者
た
ち
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
水
道
事
業
を
推

し
進
め
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
の

萩
生
簡
易
水
道
の
工
事
着
工
か
ら
昭

和
四
十
年
の
中
津
川
地
区
簡
易
水
道

完
成
ま
で
、
わ
ず
か
六
年
間
で
ほ
ぼ

全
域
に
水
道
施
設
を
作
り
上
げ
、　
80

㌫
以
上
の
世
帯
に
普
及
さ
せ
ま
し
た
。

ま
さ
に
水
道
事
業
に
力
を
入
れ
た
町

政
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
土
木
機
械
の
な

い
時
代
で
す
か
ら
、
す
べ
て
人
の
手

で
掘
り
起
こ
し
、
水
道
管
は
埋
設
さ

水道を知る２人のインタビューから

将来へのヒントを探る

Interview
KikuchiYukio／InoueTokichi

至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
て
き

た
水
道
で
す
が
、「
水
は
少
量
で
あ

れ
ば
金
よ
り
高
く
、
多
量
で
あ
れ
ば

人
命
と
財
産
を
奪
う
も
の
」。
そ
の

言
葉
を
現
代
に
お
い
て
も
胸
に
刻
ん

で
お
き
た
い
も
の
で
す
。

町の水道は昭和30年代から急速に町内全域へと普及してきました。水
道事業発展の歴史を知る菊地幸男さんと、現在水道の現場で活躍する井
上藤吉さんに話を伺い、二人の意見から水道の歴史と今、そして将来の
あり方を考えます。
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水
道
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く

　

消
費
者
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
水

道
水
の
原
則
は
、「
安
全
な
水
を
い

つ
で
も
飲
め
る
（
使
え
る
）」
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
原
則
に

応
え
る
た
め
に
は
、
今
い
く
つ
か
の

障
壁
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
目
は
「
安
心
」
の
た
め
の
課

題
で
す
。
近
年
は
、
地
中
に
あ
る
水

道
管
の
更
新
を
進
め
、
ほ
ぼ
整
備
が

完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
耐

用
年
数
の
短
い
機
械
電
気
設
備
を
中

心
に
計
画
的
に
更
新
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
稼
動
し
て

い
る
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
の
基
幹

施
設
の
多
く
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、

大
規
模
な
地
震
の
発
生
な
ど
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
、
耐
震
診
断
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
安
全
」
の
た
め
の
課

題
で
す
。
近
年
、
塩
素
で
死
滅
し
な

い
病
原
性
原
虫
が
国
内
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
幸
い
本
町
で
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
対
応
で
き

る
新
た
な
浄
水
方
法
を
現
在
調
査
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
源
や
配
水
池

な
ど
に
対
し
て
汚
染
物
質
を
流
す
な

ど
の
悪
質
な
行
為
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
安
定
」
の
た
め
の
課

水道水の今後を考える
第３章

安全でおいしい水道水は、町の誇りでもあります。将来にわたってこ
の水を守り続けていくためには、どんなことが必要なのでしょうか。
その課題を整理します。

Chapter_３

部活で練習した後に飲む水は最高です。
ほかの町や都会で水を飲むと、そのおい
しさにあらためて気づかされます。元気
の源である水は、ぼくたちにとって命そ
のものだと思います。環境問題がある中
で、将来、ぼくたちが大人になっても飯
豊町の水道水は、今のようにおいしい水
であってほしいです。

飯豊中野球部

梅津昌樹さん （３年・萩生・写真右）
Umetsu Masaki

髙橋亮さん （３年・黒沢・写真左）
Takahashi Ryo

当店では、水道水をお客様へ飲用水とし
てお出ししています。水は純粋そのもの
で、お客様から「これは本当に水道水な
の？」と聞かれることもあります。「水
道水です」と胸を張って答えられること
は素晴らしいことだと思います。また、
和洋中問わずどんな料理でも水は欠かせ
ません。おいしい水も大切な材料の一つ
なのではないでしょうか。

農家レストランエルベ

舟山てるよさん （調理師・小白川）
Funayama Teruyo

消防士にとって水は、住民の生命と財産
を守るために不可欠なものです。特に消
火栓は水道水が使われています。周りに
河川や防火水槽がない場所では、重要な
役割を果たします。その大切さを実感し、
訓練で消火栓を使うときは、一滴も無駄
にしないように心がけています。住民の
安全・安心に欠かせない水をこれからも
大切にしていきます。

消防署飯豊分署

小杉享さん （消防副士長・長井市）
Kosugi Akira

In terv iew誇れる「水道水」だから、将来へ寄せる思い
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分析の説明小白川浄水場の水おいしい水の要件水質項目

主にミネラルの含有量を示し、
量が多いと苦味渋味などがあり、
適度に含まれるとコクのあるま
ろやかな味がする。

56㎎/ℓ30～200㎎/ℓ蒸発残留物

ミネラルの中で量的に多いカル
シウムとマグネシウムの含有量
を示し、硬度が低いとクセがな
いが、高いと好き嫌いがでる。
カルシウムに比べてマグネシウ
ムの多い水は苦味を増す。

16㎎/ℓ10～100㎎/ℓ
カルシウム
マグネシウム
（硬度）

水の中に含まれる炭酸ガスで、
さわやかな味を与えるが、多く
含まれると刺激が強くなる。

1.6㎎/ℓ３～30㎎/ℓ遊離炭酸

 有機物量を示し、多いと渋味を
つけて消毒用塩素の消費量も多
くなるため、水の味を損なう。

1.5㎎/ℓ３㎎/ℓ以下
有機物など

（過マンガン酸カ
リウム消費量）

水源の状況などにより、様々な
臭いがつくと不快感がある。２３以下臭気強度（TON）

残留する消毒用塩素は、わずか
に含まれている場合は気になら
ないが、濃度が高いと水にカル
キ臭を与え、水の味を損なう。

0.2㎎/ℓ0.4㎎/ℓ程度以下残留塩素

　右表は、厚生労働省が設置した
『おいしい水研究会』が、おいしい
水の要件を数値化したものです。
小白川浄水場で浄水した水は要件
におおむね合致しています。まさ
しく町の水道水がおいしいことが
証明されたわけです。
　なお、この水質データは、置賜
白川の水質が最も悪化すると予想
される７～８月（平成21年実施）
の水道水をあえて使用して、検査
したものです。

おいしさを数値で実証

題
で
す
。
水
源
も
限
り
あ
る
資
源
で

す
。
で
き
る
だ
け
山
の
湧
水
の
よ
う

な
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
安
定
し
た

水
源
を
基
本
と
し
、
そ
の
追
及
を
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
町
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
将
来
の

給
水
人
口
、
料
金
体
系
、
維
持
管
理

の
在
り
方
な
ど
を
一
つ
一
つ
分
析
し

て
、
課
題
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
そ
こ
か
ら
、
町
に
合
っ
た
理
想

的
な
水
道
の
将
来
像
と
な
る
「
飯
豊

町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
水
道
施
設
整
備

計
画
）」の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
の
更
新
に
は
相
当
の
費
用
を

要
し
ま
す
。
水
道
事
業
の
健
全
な
経

営
と
安
全
な
水
道
水
の
供
給
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
後
も
町
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
一
緒
に
水
道
の
将
来
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自然環境の変化が
大きく影響する…

　自然環境の変化が水道水にも大
きく影響を与えています。
　１つ目は地球温暖化。豪雪地帯
の本町ですが、近年は降雪量が少
なくなってきています。雪解け水
は山に蓄えられ、水源となります。
雪は山の湧水に頼る本町にとって

大切なものなのです。
　２つ目は山の荒廃です。間伐などの適切な森林管理は、表
土の特性である雨水の地下浸透量を高め、水を地中に蓄える
水源 涵  養 機能を果たします。しかし、人が山に入ることが少

かん よう

なくなり、その機能が衰えていることが心配されています。

施設の老朽対策と

耐震への転換安心

安全

安定

水道水の汚染対策

と危機管理対策

水源の安定化対策

水道水を守るための３つの課題

水道に関する問合せ先

水源の情報やそのほか水道に関す
ることは、どうぞこちらまでお問
い合わせください。
役場地域整備課上下水道室
志72―2111内線150～154
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　各地区公民館では、それぞれの地域の特色を生かしながら、地域
の活性化と生涯学習の振興を目指した事業を展開しています。
　ここでは、平成22年度の事業計画の中から主なものを抜粋して紹
介していますが、そのほかにも幅広い年齢層に合わせた様々な事業
が計画されていますので、ぜひ多くの住民の皆さんが参加し、地区
公民館を中核として地域を盛り上げていきましょう。

白椿地区公民館

時期事業内容事業名

年間
ムリ・ムダ・ムラのない地域社会
を目指し、明るく美しいまちづく
りを分館を拠点に実施

白椿地区
新生活運動

年間
地域の事業への積極的な参加を促
進し、地域住民との交流で健全な高
校生ボランティアの育成を目指す

高校生ボラン
ティアの育成

年間
廃油利用リサイクルせっけん、EM
活性液を利用した生ごみ堆肥化な
ど循環型社会の形成に取り組む

白椿リサイクル会

年間
家庭や地域の触れ合いの中で、健
康で生きがいのある活動ができる
ように推進する

いきいき教室

主　な　事　業　計　画

自主的な学習の推進と
生涯学習活動の拠点としての役割の充実を目指します。

連 絡 先

大字椿1902―4
始72―2242
姉72―3551
死tubakiko@e.jan.ne.jp

公民館長
佐原正（椿）
運営委員会事務局職員
鈴木孝（小白川）
川崎てい子（椿）

ス タ ッ フ

上記のほか、年間を通して年齢層に合わせた様々な事業が計画されています。
詳細は公民館にお問い合わせください

川崎てい子 佐原正 鈴木孝

地域の活性化と生涯学習の振興を目指して

平成２２年度

中部地区公民館

時期事業内容事業名

年間
社会教育団体、学校、子ども会育成
会、保育施設との連携を密にし、公
民館を基盤とする活動団体を支援

社会教育推進
事業

８月～９月
誇れるふるさと、豊かな触れ合い
を目指し、子ども会育成会と分館、
地域の団体と協力し開催

かかし祭り

７月～８月夏休みを利用し、地域の先生に地
場産の食材を利用して料理を習う

夏休み
お楽しみ会

年間高齢者の社会参加を進め、文集発
刊などを通した学習活動を推進しろあと教室

主　な　事　業　計　画

地域のコミュニティづくりの拠点ととらえ、地域住民主体の運営活動を支援し、
創造的でにぎわいのある地域づくりとまちづくりを目指します。

連 絡 先

大字萩生3548
始72―2126
姉72―3550
死tyuubuko@e.jan.ne.jp

公民館長
井上克夫（萩生）
運営委員会事務局職員
舩山吉丸（萩生）
新野由希子（中）

ス タ ッ フ

上記のほか、年間を通して年齢層に合わせた様々な事業が計画されています。
詳細は公民館にお問い合わせください

舩山吉丸 井上克夫 新野由希子

あ～す

いいで旅館 つばき保育園

GS

至添川

三陽電三陽電気気

至
長
井
市

コンビニ

至
小
白
川

中部幼稚園

コメリ

郵便局

至
椿

至黒沢

コンビニ

至
長
井
市

エルベ   セルカ

MAP

MAP

ま ち の 地 域 づ く り ス テ シ ョ ンー



広報いいで 2010/5/1311

東部地区公民館

時期事業内容事業名

年間
地域住民に地域の状況や動きを
知ってもらうため、関係団体と協
力し「広報とうぶ」を毎月発行

広報活動

８月14日
東部地区全住民の参加のもと、世
代間の交流・親睦・融和を図り地
域の活性化を目指す

添川温泉
ふるさと祭り

７月24日
～25日

団体生活と野外キャンプの体験に
より児童の健全な育成を目指す少年キャンプ

年間小学生を対象に、地区内外へ観察
に出かけ、保護蝶の認識を高める

チョウセン・ア
カシジミ観察会

主　な　事　業　計　画

社会教育活動の拠点として、地域住民の理解と協力を高めながら、
一人ひとりの意識高揚を促し、生涯学習活動の推進を目指します。

連 絡 先

大字添川2955
始74―2447 
姉87―0447
死toubuko@e.jan.ne.jp

公民館長
齋藤徹（松原）
運営委員会事務局職員
手塚利雄（添川）
遠藤節子（添川）

ス タ ッ フ

上記のほか、年間を通して年齢層に合わせた様々な事業が計画されています。
詳細は公民館にお問い合わせください

中津川地区公民館

伊藤ふみ伊藤浩一郎伊藤清一

時期事業内容事業名

随時
地域の話題、情報を発信するとと
もに公民館活動を広く周知するた
め「館報あぷれ」を毎月発行

情報の提供事業

年間
積極的に地域に参加できる環境づ
くりを図る。青年たちの討論の場
を設置

地域に根ざす
青年団体の育成

９月６日
小中学校と地域が一同に会して開
催することで、学校教育と地域の
さらなる連携を深める

地区・小中学校
合同運動会

未定
地区内の写真愛好家の協力により
公民館を会場として開催し、中津
川地区の魅力を再発見する

中津川写真展

主　な　事　業　計　画

生涯にわたる学習機会の提供と、地区民が主体的に取り組める環境の整備、
青年・女性の地域社会参加の重要性を認識するための学習機会の提供に努めます。

連 絡 先

大字上原469
始77―2020
姉77―2121
死apurekou@e.jan.ne.jp

公民館長
伊藤浩一郎（小屋）
運営委員会事務局職員
伊藤清一（白川）
伊藤ふみ（岩倉）

ス タ ッ フ

上記のほか、年間を通して年齢層に合わせた様々な事業が計画されています。
詳細は公民館にお問い合せください

遠藤節子齋藤徹手塚利雄

西部地区公民館

髙橋孝 山口健 巻坂恵美子

時期事業内容事業名

随時

公民館活動について地域住民に広
く周知し、理解と協力を得るため、
随時「館報せせらぎ」や「お知ら
せ版」を発行

広報活動

10月本に対する親しみと読解力、表現
力を養い、心豊かな児童を育成

生活文・読書感
想文コンクール

年間
学習を通じて広く教養を高めると
共に、健康で明るい家庭の推進、
楽しい仲間づくりを目指す

婦人教室
さわやかクラブ

年間

高齢者の地域社会への積極的な参
加と生涯学習へ取り組む。また、
子どもたちとの交流を通じて、地
域文化の伝承に努める

ふるさと学園

主　な　事　業　計　画

地区民主導の運営を積極的に推進しながら地域の独自性を大切にした
社会教育・生涯学習の充実、体育・スポーツ・芸術文化の振興を図ります。

連 絡 先

大字手ノ子2861―1
始75―2111
姉75―2273
死seibuko@e.jan.ne.jp

公民館長
山口健（高峰）
運営委員会事務局職員
髙橋孝（高峰）
巻坂恵美子（手ノ子）

ス タ ッ フ

上記のほか、年間を通して年齢層に合わせた様々な事業が計画されています。
詳細は公民館にお問い合わせください

添川児童センタ添川児童センターー
添川添川小小

飯豊橋

添川温泉しらさぎ荘

至椿

至国道113号

至松原

至長井市

至
宇
津
沢

源流の森

中津川診療所

至高峰

中津川小中

至岩倉

駐在所

並木製作所

手
ノ
子
駅

手の子橋

寺島医院

至椿

至高峰至小国町

至長井市

JA倉庫

MAP

MAP

MAP



広報いいで 12

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　４月４日、町民総合センター「あ～す」で町消防団
辞令交付式が行われました。式には団員や関係者な
ど約100名が出席。岡田美樹雄団長が、退団された皆
さんや幹部団員、新入団員の方々に辞令を交付しま
した。式の中で後藤町長は、「団員同士の協力によっ
て消防装備は機能を最大限に発揮できます。縦と横
のつながりを大切にしてほしい」とあいさつ。今年
度は15名が入団し、団員数は総勢405名となりました。

一人ひとりの協力を大切に

飯豊町消防団辞令交付式

　４月26日、長年にわたり山形県鳥獣保護員を務め
られた石山 壬  一 さん（萩生）に、県知事より感謝状

じん いち

が贈られました。後藤町長立会いのもと、県知事代
理の置賜総合支庁環境課長赤部誠一氏より授与され
ました。石山さんは、在職期間中、鳥獣保護区の管
理や狩猟者への安全指導などに尽力。「狩猟はルー
ルをしっかり守って自然を守る気持ちが大切だと思
います」と受賞の感想を話してくださいました。

野生動物の保護に尽力

石山壬一さん「鳥獣保護員」県知事感謝状

　４月16日、添川小で「緑の少年団」入団式が行われました。
自然保護活動を通して、自然と命の大切さを学ぶことを目
的に、当校が長年取り組み続けている活動です。今年度は
３、４年生13名が新たに入団し、上級生の団員からトレー
ドマークのベレー帽をかぶせてもらいました。新入団員は
全員で声を合わせ、「自然の木や命を大切にし、水や緑を守
る活動をします」と宣誓。今後、桜の木の観察やキノコの
植菌、学校林の手入れ作業などに取り組んでいく予定です。

自然と命の大切さを学びます

添川小「緑の少年団」入団式



広報いいで 2010/5/1313

　添川地区にある水芭蕉の群生地に、この春から木
道が整備され、川辺の花をそばで見られるようにな
りました。木道を設置してくださったのは、地元の
組織である眺山観光協会と添川財産区の皆さん。財
産区で伐採した木を利用し、川を渡る約20mの木道
を２箇所に設置されました。眺山観光協会の岩瀬慶
一会長は、「ここの水芭蕉は大きな花が特徴。ぜひ
近くで鑑賞してください」と話してくださいました。

もっとそばで花を楽しんで

　町の高齢社会対策である「安心生活創造事業」の
一環として、環境モデル住宅（椿・あ～す前）を利
用した減災ハウス展示が、４月17日から始まりまし
た。町の委託を受けたNPO法人のスタッフが、家の
中で転倒を防ぐための設備や工夫などを紹介。訪れ
たお客様は、手すりの太さによって効果が違うことや
段差の解消方法などのアドバイスを受けていました。
展示は毎月第３土曜日に、同会場で行われています。

高齢者の転倒を防ぐために

Topics 町の話題

添川地区水芭蕉群生地に木道を設置安心生活創造事業「減災ハウス」展示

　４月６日、添川温泉「しらさぎ荘」は、1990年のオープ
ンから入浴利用者300万人を達成しました。300万人目の記
念すべきお客様となられたのは、毎日のように利用してい
るという小田 良  幸 さん（長井市）。代表取締役である後藤町

よし ゆき

長から小田さんに記念品と入浴回数券などが贈られました。
同施設の加藤泰典支配人は、「６月６日には入浴料半額の
『温泉まつり』もございます。これからもお客様に喜ばれ
るサービスの充実を目指します」と話してくださいました。

多くのお客様に愛されて

添川温泉来場者300万人達成

飯豊ロードレース大会
（飯豊中）

水仙ロード手入れ作業
（中津川地区）

  4
　  23

スポーツ少年団入団式
（飯豊中体育館）

  4
　  18

4
4



広報いいで 14
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小白川地区
食生活改善推進員
舟山英子さん

Cooking料理



広報いいで 2010/5/1315

Child & Book 子育てと図書

「ちっちゃなトラック
レッドくん」
みやにしたつや／作・絵　
ひさかたチャイルド

ちっちゃなトラックのレッドくんが、
うさぎさんに荷物を届けるために出
発！ うまく運べるかな？ ハラハラ
ドキドキした後に、心があったかく
なる乗り物絵本。

episode

「育ての親は取り巻く環境」

世の中を知り大人になっていく

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線163・167

●こどもみらい館
志72―3336

　元気であればそれでいい——。それを唯一の
「教育方針」とする私たちの意をくんでか、子ど
もは自由奔放にすくすくと育っていった。親が手
塩に掛けたのではなく、子どもを取り巻く人々と
環境が育ててくれたのだと実感する。
　平日は祖父母のもとで遊び、休日は近くの畑で
仕事をしている近所の方のところへチョコチョコ
と“邪魔”をしに出かけていく。大きくなるにつ
れて地域が広がり、いろんな人たちとのかかわり
合いの中で、世の中を知り大人になる。飯豊の
人々、四季の自然、祭りごと…。
　でも子どももときには社会の中で傷つき、悩み、
悲しみにくれることがある。そんなときに温かく
包み込み一緒に話し合える家庭があること。私た
ちが子育てで大切にしたことはそれだけである。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

今月の

おすすめ図書

●開館時間　　午前９時～午後５時
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111

平出隆／著　双葉社

孤独な自然観察者にして翻訳者でも
あった男の遺画稿と遺品の中から、
大いなる誘いの声を聴き取りながら
育った私は、いつからか多くの「祖
父たち」と出会う探索の旅程にある
ことに気づく。『小説推理』連載を
書籍化。

「鳥を探しに」
一般図書

「野球を学問する」
桑田真澄　平田竹男／著　新潮社

早稲田の大学院で学んだ桑田真澄が、
渾身の研究成果を明らかに。後輩い
じめ、体罰、長時間練習など、日本
野球界の悪しき伝統の由来と現状を、
担当教授との対話により徹底追究す
る。

一般図書

児童図書

ポッキーマサショー

６月８日杖 10：00～ 「あ～す」

風船アート、手品、バランス芸、皿
回し…なんでもござれ。大道芸人の
パフォーマンスをごらんあれ！ 無料。

５月18日峨 10：30～　あそびの広場
　　21日画 10：00～　タッチケア
　　27日牙 10：30～　かんがるー広場
６月５日臥 10：30～　ブックスタート広場
　　８日峨 10：00～　夢きらら元気っ子広場
　　　　　　　　　　 「ポッキーマサショー」
　　10日牙 10：30～　あそびの広場

会場／☆印は「あ～す」
ほかは「こどもみらい館」

☆

「新13歳のハローワーク」
村上龍／著  ・  はまのゆか／絵　幻冬舎

現代をサバイバルするための仕事の
大百科。国語、社会、理科、体育な
ど、好きな「教科」を入り口に様々
な職業を紹介する。2003年発刊
「13歳のハローワーク」に89の職業
を追加し、ページを大幅増量。

児童図書

（５月・６月の日程）



広報いいで 16

Topics町の話題

　
「
親
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甘
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を
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山
村
留
学
を
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め
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由
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尋

ね
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、
そ
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の
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県
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。

　

野
口
さ
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は
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一
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間
川
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の
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。

　

中
津
川
小
中
の
現
在
の
児
童
・

生
徒
数
は
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含
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が

と
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携
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期

で
の
山
村
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
十
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
九
人
の
都

会
っ
子
が
、
中
津
川
小
中
と
里
親

さ
ん
の
元
を
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
野
口
さ
ん
は
、
平
成
十
八

年
に
夏
休
み
を
利
用
し
た
短
期
山

村
留
学
で
同
地
区
を
訪
れ
た
経
験

の
持
ち
主
。
そ
の
と
き
の
体
験
が
、

結
果
的
に
長
期
の
山
村
留
学
生
と

し
て
中
津
川
で
生
活
す
る
契
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
山
や
川
遊
び
も
楽

し
み
で
す
！
」。
目
を
輝
か
せ
る

野
口
さ
ん
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

地域・学校、待望の山村留学生
「大人に成長できるように」と決意

中津川中学校 川口市の中学生が中津川へ長期山村留学

　

四
月
一
日
、
米
沢
市
食
肉
市
場

で
米
沢
牛
枝
肉
共
励
会
が
行
わ
れ
、

小
白
川
の
五
十
嵐
国
太
郎
さ
ん
が

生
産
し
た
黒
毛
和
牛
（
雌
）
が
見

事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
出

荷
し
た
枝
肉
は
、
一
㌔
当
た
り
五

千
六
百
四
十
六
円
の
高
値
で
競
り

落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
肉
用
牛
肥
育

を
始
め
て
約
四
十
年
目
で
、
現
在

は
約
百
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

昨
年
六
月
の
「
い
い
で
黒
べ
こ
ま

つ
り
」
で
は
、
生
産
し
た
肉
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
も
。「
あ
の
時
、

皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
い
た
喜

び
が
、
今
回
の
初
め
て
の
最
優
秀

賞
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

　

現
在
の
景
気
低
迷
で
、“
米
沢

牛
ブ
ラ
ン
ド
”
で
も
、
肉
質
が
四

等
級
以
上
の
格
付
け
に
な
ら
な
い

と
、
農
家
が
採
算
割
れ
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
五
十
嵐
さ
ん

は
安
定
し
た
出
荷
を
目
指
し
、
牛

の
状
態
に
こ
ま
め
に
目
を
配
り
、

病
気
を
未
然
に
防
い
で
、
肉
質
の

良
い
牛
に
育
て
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
「『
米
沢
牛
』
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守

る
た
め
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
名
に
あ

ぐ
ら
を
か
か
ず
、
安
全
・
安
心
で

良
質
な
肉
の
生
産
を
心
が
け
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
者
の
仲
間

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
」
と
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

米沢牛枝肉共励会 五十嵐国太郎さん生産の黒毛和牛が最優秀賞

ひたむきに牛の状態に目を配る
肉質の良い牛を育てるための心がけ

「常に牛の状態に目をかけてやり、健康状態の異常に早く
気づくことを心がけている」と語る五十嵐さん

上・中津川小中学校、梅津校
長から児童・生徒の前で紹介
を受ける野口龍太さん
右・生徒会長の高橋那菜さん
（３年）と握手を交わし１年間
のがんばりを誓った

埼玉県川口市

さいたま市

埼玉県の南端に位置する県内有
数の都市。荒川を隔てて東京に
隣接し、市の大部分が都心から
10～20㎞ 圏 内 に あ る。人 口
515,779人、世帯数231,097世帯。

（平成22年４月１日現在）
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

「
五
月
の
空
の
下
で
」

　

後　

藤　

幸　

平

僑

　
「
缶
詰
を
開
け
て
食
事
を
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
は
し
た
く
な
い
」

　

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
言
葉
に
ど
う
答
え

た
の
か
、
申
し
訳
な
い
こ
と
に
記
憶
は
な

い
。
四
十
年
近
く
昔
の
、
私
た
ち
夫
婦
の

姿
で
あ
る
。
還
暦
に
な
っ
て
職
場
も
変
わ

る
と
、
互
い
の
顔
色
を
伺
う
よ
う
な
疑
心

暗
鬼
な
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

諏
訪
橋
の
た
も
と
、「
農
魂
碑
」
近
く
の

ア
カ
シ
ア
林
の
根
元
に
、
群
生
す
る
薄
紫

の
可
憐
な
花
を
見
つ
け
た
。「
カ
タ
ク
リ
」

と
も
違
う
。
図
鑑
に
よ
れ
ば
「
キ
ク
ザ
キ

イ
チ
ゲ
」
と
い
う
野
草
ら
し
い
。
新
し
い

発
見
が
嬉
し
く
て
一
緒
に
見
に
行
か
な
い

か
と
家
族
に
話
し
て
も
、
ど
こ
か
場
違
い

な
雰
囲
気
。「
お
父
さ
ん
の
夢
に
家
族
全

員
協
力
し
て
い
る
の
に
今
ど
き
の
ん
気
す

ぎ
る
」
と
と
が
め
ら
れ
た
。

　

大
型
連
休
の
我
が
家
は
逆
に
何
か
と
忙

し
く
、
ひ
と
り
缶
詰
を
開
け
て
晩
酌
を
す

る
。
農
家
で
あ
れ
ば
田
植
完
了
ま
で
気
の

抜
け
な
い
と
き
で
あ
る
。
急
に
気
温
が
上

が
っ
て
苗
を
や
い
た
り
し
な
い
か
、
街
は

繁
盛
し
て
い
る
か
、
受
け
入
れ
に
混
乱
は

な
い
か
、
晩
酌
も
落
ち
着
か
な
い
。

　

先
日
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
会
合
で
、

司
会
の
鈴
木
栄
子
さ
ん
か
ら
「
町
長
は
健

康
の
た
め
に
日
ご
ろ
心
が
け
て
い
る
食
事

は
何
か
あ
り
ま
す
か
？
」
と
質
問
を
受
け

た
。
と
っ
さ
の
質
問
を
立
派
に
こ
な
す
の

が
町
長
の
役
割
で
あ
る
。

　
「
は
い
。
食
前
酒
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。

あ
と
は
納
豆
と
野
菜
を
少
々
」

　

缶
詰
を
愛
用
し
て
い
ま
す
と
は
言
わ
ず

に
済
ん
だ
も
の
の
、
さ
す
が
に
会
場
か
ら

は
失
笑
が
漏
れ
た
。
食
の
改
善
に
取
り
組

む
お
母
さ
ん
方
の
研
究
会
。
メ
タ
ボ
の
自

分
が
食
の
話
を
す
る
に
は
気
が
引
け
る
。

そ
れ
で
も
度
胸
を
決
め
て
話
を
し
た
。

　

板
の
間
の
台
所
に
流
し
水
を
引
き
込
み
、

囲
炉
裏
で
煮
炊
き
し
た
戦
後
の
食
生
活
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
並
み
の
対
面
式
オ
ー
ル

電
化
の
調
理
台
に
変
わ
り
、
土
の
つ
い
た

野
菜
の
持
ち
込
み
が
で
き
な
く
な
っ
た
代

わ
り
に
、
世
界
中
の
食
材
を
手
に
入
れ
て

食
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代

の
食
を
整
理
し
て
、
も
う
一
度
自
給
力
向

上
と
地
場
産
品
の
再
生
を
試
み
よ
う
と
綱

渡
り
式
に
何
と
か
話
を
結
ん
だ
。

　

五
月
の
空
は
心
定
ま
ら
ぬ
空
で
あ
る
。

Club & Essay クラブ紹介と随想

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆練習日／毎週火曜日（16：00～18：00）
毎週土・日曜日

◆練習場所／第一小グラウンド、町民スポーツ
センター屋内グラウンドなど

◆団員募集対象／町内小学生・男女
◆クラブのピーアール
　団員は、礼儀と感謝の気持ちを大切にして野
球に励んでいます。練習の基本は、人の話を
しっかり聞いて、自分なりの工夫を身につける
こと。それが選手として成長につながると監督
とコーチは信じています。チーム一丸となって
飯豊連峰杯の優勝を目標にがんばっています！

わかくさ野球スポーツ少年団
◆監督／木村勝彦さん（萩生）
◆コーチ／梅津和義さん（萩生）、国分充さん
（萩生）、宇津木敦さん（中）
◆団員／27名

木村監督にとって野球とは…

周りに勇気を与え、
常に感謝の気持ちを
持ち続けるスポーツ

●スポーツ少年団入団などのお問い合わせは、町教育委員会内スポーツ少年団事務局まで志72―3086（町民スポーツセンター）

シリーズ
第１弾：

スポーツ
少年団

資木村勝彦監督
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園
歌

【要件】

煙自作で未発表作品に限ります。１人何点でも応募できます
煙テーマは、明るく親しみやすい、園児に夢と元気を与えるもの
煙２番または３番までの構成とし、Ａ４またはＢ４サイズの用紙
に書いてください。漢字にはふりがなを付けてください

【応募方法】郵送または持ち込み
【募集締切】６月30日我 17：15まで（当日消印有効）
【審査・表彰】

煙作品の審査は、町が行い、結果は、広報・ホームページなどを
通じて発表します

煙入選者には、賞状および記念品を贈呈します
【そのほか】

煙応募作品は返却しません。応募作品の著作権などの作品に関す
る一切の権利は、町に帰属します。また、作品を一部修正して
使用する場合があります

煙詳細は町のホームページまたは下記までお問い合わせください
【応募・問合せ先】

役場教育文化課 子育て支援室志72―2111内線163・167
E-mail：i-kosodate@town.iide.yamagata.jp

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

【募集内容】あなたのアイディアを次の○○に当てはめて提案ください。
いずれも○の中の文字数は問いません。

虚○○○○で○○○○をする。
例：田んぼでミュージカルをする。（2002年大賞受賞作品のテーマ）
許○○○○が○○○○する。
例：ばっちゃが宇宙へ発射する。（2005年大賞受賞作品のテーマ）
【応募方法】

煙ファックスまたはE-mailでお申し込みください。また協会のホーム
ページからも申し込みできます。１人何点でも応募できます

煙アイディアの文章と共に、ご氏名、住所、電話番号を必ず記載してく
ださい

【募集締切】７月30日画
【審査・賞金】

煙作品の審査は飯豊町観光協会が行い、結果は、協会のホームページな
どを通じて発表します

煙採用された作品には賞金５万円を贈呈
【そのほか】応募作品の著作権などの作品に関する一切の権利は、町に
帰属します。採用されたアイディアをもとに「ＹＴＳふるさとCM大
賞」出品作品を制作します

【申込・問合せ先】

飯豊町観光協会志86―2411 思86―2422 E-mail：iide@iikanjini.com
制作をお手伝いしてくださるボランティアスタッフも募集しています。
興味のある方はお気軽にお問い合わせください

園児たちに夢と元気を。

園歌の歌詞に

未来への願いを込めて

手ノ子幼稚園

あなたの感性がまちを元気にする
ふ る さ と Ｃ Ｍ 大 賞 作 品 ア イ デ ィ ア 募 集

手ノ子幼稚園・つばき保育園「園歌」募集

つばき保育園

２００５年大賞受賞作品

２００２年大賞受賞作品

アイディアが映像になり、

まちの“にぎわい”になる。

採用には賞金５万円を贈呈。
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【連絡・相談先】
町地域包括支援センター（町健康福祉課内）志86―2233
または地区の民生委員まで

無
意
識
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

　

虐
待
だ
と
気
づ
か
ず
に
不
適
切
な
対

応
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、

無
意
識
に
し
て
い
る
こ
と
が
虐
待
で
あ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

無
意
識
の
虐
待
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

酸
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
無
視
し
た
り
、

の
の
し
っ
た
り
し
て
し
ま
う

酸
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を
わ
か
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
た
た
く
な
ど
し
て

い
る 

酸
認
知
症
で
徘
徊
す
る
の
で
、
部
屋
に

閉
じ
込
め
て
い
る

酸
年
金
証
書
や
預
金
通
帳
な
ど
を
管
理

し
、
本
人
に
無
断
で
使
っ
て
い
る

「
気
づ
き
」
が
深
刻
化
を
防
ぐ

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
虐
待
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
た
と
き
に
介
護
ス
タ
ッ
フ
が

虐
待
に
気
づ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。 

　

虐
待
に
気
づ
き
、
そ
れ
以
上
の
深
刻

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
身
近
に
い
る

人
た
ち
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

酸
説
明
の
つ
か
な
い
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？

酸
急
に
外
出
が
少
な
く
な
っ
た
高
齢
者

は
い
ま
せ
ん
か
？

酸
介
護
に
疲
れ
、
悩
ん
で
い
る
家
族
は

い
ま
せ
ん
か
？

酸
保
健
・
福
祉
の
担
当
者
と
会
う
の
を

嫌
う
家
族
は
い
ま
せ
ん
か
？

酸
医
療
・ 
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否
し

て
い
る
家
族
は
い
ま
せ
ん
か
？

酸
間
違
っ
た
介
護
を
正
し
い
と
信
じ
込

ん
で
い
る
家
族
は
い
ま
せ
ん
か
？

決
し
て
一
人
で
悩
ま
ず
に

　

た
く
さ
ん
の
人
に
虐
待
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

不
適
切
な
対
応
は
減
る
は
ず
で
す
。
ま

た
、
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
や
悩
ん
で

い
る
と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

県内で実際に相談があった

高齢者虐待の事例

早 期 発 見 ・ 早 期 対 応

STOP

高齢者虐待

拶ケース１／80代女性（要介護・認知症）
　Ａさんが受診時に、手首にひもで縛った跡が
あったため、医療機関が地域包括支援センターへ
連絡。息子夫婦に確認したところ「言うことを
聞かなかったため自宅で縛っていた」と話した。
拶ケース２／80代女性（要支援）
　Ａさんは息子夫婦と３人暮らしだが、現在息
子は入院中。「Ａさんと嫁はまったく会話がな
く、食事も別々。おかずを作っている様子がなく、
Ａさんはご飯だけを食べているようだ。年金も
嫁が管理しており、心配だから見に来てほし
い」と近隣住民が地域包括支援センターに相談。

全
国
的
に
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が

虐
待
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
…

酸高齢者虐待の主な類別

虚身体的虐待

・たたく、つねる、なぐる、け
るなどの暴力
・動かないように縛る

許心理的虐待

・怒鳴ったり、ののしったりな
どの言葉の暴力
・無視して口をきかない

距経済的虐待

・必要な金銭を渡さない、使わ
せない
・高齢者の年金や預貯金を勝手
に使う

鋸性的虐待

・高齢者にわいせつな行為をす
る
・高齢者にわいせつな行為をさ
せる

漁介護や世話の放棄、放任

・食事や入浴、排せつなど、必
要な世話をしない
・必要な治療を受けさせない
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

　自動車税の納税期限は５月31日㈪
です。お近くの金融機関や置賜総合支
庁税務担当課（平日のみ）のほかコンビ
ニエンスストアでも納めることができ
ます。期限までお忘れなく納付ください。
◆問合せ先／山形県税政課
緯023―630―2005

　全国一斉「人権なんでも相談所」を
開設します。相談は無料で秘密は厳守
します。お気軽にご相談ください。
◆日時／６月４日㈮ 13：30～15：30
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆相談員／人権擁護委員・法務局職員
◆相談内容／夫婦・家族間のいざこざ、
配偶者などからの暴力、老人・子ど
もの虐待、遺産相続、いじめ問題な
ど、どんなことでも相談に応じます
◆町の人権擁護委員／伊藤清一（白川）、
齋藤久子（松原）、手塚久美子（萩生）、
安部宗右衛門（小白川）
◆問合せ先／法務局米沢支局
緯0238―22―2148

◆日時／第２、第４日曜日
　　　19：00～20：30

◆場所／中部地区公民館
◆対象／性別・年齢は問いません。ど
なたでも参加できます

◆参加費／無料見学・体験可
◆申込方法／直接会場へお越しください
◆申込・問合せ先／ハイビスカス・フ
ラクラブ飯豊 渡部緯72―2349

　または齋藤緯090―5828―9087

◆日時／毎週火曜日 19：00～21：00
第２、第４火曜日はプロの講師が教
えてくださいます

◆場所／生涯学習プラザ（長井市）
◆対象／性別・年齢は問いません。ど
なたでも参加できます

◆参加費／500円
◆持ち物／内履き、運動できる服装
◆その他／体験レッスン（第２、第４火
曜日のみ）、見学も可能です

◆申込方法／直接会場へお越しください
◆問合せ先／長井ヒップホップダンス
サークル横山緯090―2363―2829

　県づくりの指針となる「第３次山形
県総合発展計画」を本年３月に策定し
ました。より多くの皆様に知っていた
だくため、県職員が各種会合などにお
伺いして計画の内容を説明する出張説
明会を実施します。詳しくは県のホー
ムページをご覧いただくか、担当まで
お問い合わせください。
◆申込・問合せ先／山形県政策企画課
緯023―630―2895

　野菜作りを基本から学んでみません
か？　四季を通して様々な野菜の作り
方、野菜の加工法などを学びます。
◆期間／５月下旬～11月下旬（おおむ
ね月１回程度）

◆対象／町内在住で野菜作りにチャレ
ンジしたい方

◆定員／10人程度（先着順）
◆場所／中地区（中西公民館隣）
◆植付作物／なす、枝豆（３種）は全
員、ほか各自希望の作物

◆参加料／無料（ただし作物によって
は資材費など別途かかります）

◆講師／山形県西置賜農業技術普及課
職員ほか

◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込締切／５月20日㈭
◆申込・問合せ先／役場産業振興課農
業振興室緯72―2111内線260、262

◆開講式／６月２日㈬ 13：30～
◆対象者／新規就農者、栽培管理・農業
経営の向上を目指す方

◆開講講座
　①野菜作り講座　②切り花作り講座
③果樹栽培講座　④乳牛・肉牛の飼
養管理講座　⑤パソコン経営管理講
座　⑥農産加工講座　⑦新規就農者
特別講座

◆受講料／無料（教材費、交通費など
の実費負担あり）

◆申込締切／５月26日㈬
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込・問合せ先
西置賜農業技術普及課緯88―8216

新しい農業委員を紹介します

髙橋正章さん

町の農業振興のために職務に務めて
まいります。よろしくお願いします。

（添川・置賜農業共済組合推薦）

フラダンス体験レッスン

長井ヒップホップサークル
メンバー大募集！

第３次山形県総合発展計画
出張説明会について

初心者のためのやさしい
野菜作り教室

農業経営実践講座
受講生募集

自動車税の納税について

人権なんでも相談所
開設のお知らせ
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Information お知らせInformation お知らせ

（４月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

手　塚　直　亨さん
高　橋　理　恵さん

萩  　  生（千  葉  県    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  直　記（朋　恵鈴 木　 友 　 彩 ちゃん

ゆ い

萩生

  大　介（道　子遠 藤　ひなたちゃん萩生

  　誠　（真　美尾　形　 颯 　 哉 く　ん
そう や

手ノ子

  恭　平（　泉　渡　部　 爽 　 来 ちゃん
そ ら

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
83五十嵐 常 次さん十文字小白川
88鈴 木 　 武　さん川内戸白川
54手 塚 竹 子さん吉長黒沢
86小 松 よ　しさん中洞添川
84木 村 ぎ んさん萩生町萩生
83舩 山 和 夫さん昭和添川
84鈴 木 はるのさん二本松・五反田黒沢
81後 藤 辰　榮さん町西萩生
84松 山 フミノさん辻椿
48志 田 佳　成さん小原椿
88長 岡 庄　藏さん南新田中
86横 澤 繁　次さん坪沼黒沢
83横 澤 チ　ヨさん坪沼黒沢
94鈴 木 クニヱさんひめさゆり添川
96横 澤 けさのさん十文字小白川
69鈴 木 利　夫さん町上萩生
90島 貫 も　りさん中ノ目北萩生

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。
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４月分　　（　）内は対前月比

23転入2,398（  -4）世帯数
20転出3,999（  -6）男人　

口
4出生4,263（  -3）女
17死亡8,262（  -9）計

人の動き

◆日時／６月２日㈬ 15：30～16：30
◆場所／役場庁舎前
◆その他／献血カードをお持ちの方は
持参ください
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
緯86―2338

◆日時／５月27日㈭ 13：10～16：30
◆場所／山形地方裁判所米沢支部
◆内容／刑事裁判傍聴、裁判手続説明、
裁判員制度説明、庁舎内見学など
◆定員／30名程度（先着順）
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込・問合せ先／山形地方裁判所米
沢支部庶務課緯0238―22―2165

　国土交通省米沢国道維持管理出張所
では、１日おきにパトロールを実施し、
安全管理に務めています。もし通行中
に、落下物、道路施設の破損などを発
見しましたら下記までご連絡ください。
◆管轄の国道
①国道13号「米沢市万世町大字刈安～
南陽市元中山地内」
②国道13号南陽バイパス「高畠町大字
深沼～南陽市赤湯地内」
③国道113号「小国町大字玉川～南陽
市赤湯地内」
④国道113号赤湯バイパス「南陽市竹
原～高畠町大字深沼地内」
◆連絡先／『道路緊急ダイヤル』（山形
河川国道事務所内）
緯♯9910・通話料無料

献血にご協力ください

憲法週間行事
裁判所見学会を開催します

米沢国道維持管理出張所
道路の管理について

◆お詫びと訂正
　４月８日号『ひと目でわかる！役場利用ガイド』
の中に次の誤りがありました。
▽６ページの中で、付属中津川診療所長（医師）
「安達敦彦」は、「阿達敦彦」の誤りでした。
▽８、９ページ中の新規採用町職員紹介で、最終
学歴の卒業年の一部に誤りがありました。佐藤祐
子主事補は「2003年」、安部早苗保育士は「2001年」、
多田野唯保育士は「2010年」が正しいものでした。
　訂正しお詫び申し上げます。

　町への思いや意見を、総合計画の策
定、農業や観光などの産業振興、子育
て支援や暮らしの施策などに届けてく
ださい。未来に続くまちづくりを議論
する振興審議会の委員を募集します。
◆任期／平成22・23年度の２年間
◆会議の開催／年間３回程度
※平日の開催が主ですが、土曜・日曜
日に開催する場合もあります

◆応募資格／町民で社会人の方は誰で
も応募できます。ただし、応募者の
中から年齢や性別のバランスを考慮
し選考させていただきます

◆その他／審議会に出席した場合は、
報酬が支払われます

◆申込方法／電話、ＦＡＸ、Eメール
にて申し込みください。電話以外の
場合は、住所・氏名・電話番号を必
ず記載ください

◆申込締切／５月31日㈪
◆申込・問合せ先／役場総務企画課総
合政策室緯72－2111内線226・227
胃72－3827
E-mail：i-seisaku@town.iide.yamagata.jp

あなたの意見を
まちづくりに生かすとき

募 集 し ま
町 振 興 審 議 会 の 委

す
員 を
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さゆり保育園の園児たちを見守るように、公園を取り囲む
桜の木。開花に合わせて、中区協議会（長岡茂左衛門会長）
では南新田部落の皆さんと協力し、ちょうちん約100個を
飾り付けている。夕闇にちょうちんの赤い光が桜の花を浮
かび上がらせる。３年前から始めたこの取り組みは、すっ
かり春の風物詩に。中区協議会では、中村原のほか中公民
館、ホトケ山農村公園にもちょうちんを飾り付けている。

中村原

眺山の坂道を彩る満開の桜。頂上には山を横断する細道があり、牧場と飯豊の
町並みを見下ろすことができる。地元の方々で組織する眺山観光協会（岩瀬慶
一会長）は、平成20年にこの沿道に桜の苗木約30本を新たに植えた。木々は愛
らしい花を咲かせ、今後の成長を期待させる。さらに県道椿川西線に抜けると、
そこには上代部落の皆さんが植えて管理している桜並木が待っていた。

眺山 添川地区

中地区
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旧飯豊中グラウンドの桜の木は巨木ぞろい。県
道から見上げれば、ピンクの花が空いっぱいに
広がって見える。この素晴らしい桜を多くの人
に見てもらいたいと、今年ライトアップを試み
たのが椿の井上義夫さんと伊藤新榮さんだ。自
分たちの持つ器材を持ち寄って、夜６時半から
８時までの間、３器のライトで桜を照らした。
「２人でお茶のみ話中にやってみようというこ
とになり、その日の夕方のうちに設置しまし
た」と井上さん。夕闇に浮かび上がった桜の巨
木は見応え十分。多くのドライバーが車を止め、
しばし夜桜の鑑賞にふけっていた。

旧飯豊中
グラウンド

椿地区

５月の大型連休中、白川公園内にたくさんのこいの
ぼりが連なり、優雅に空を泳ぐ。こいのぼりの設置
は、松原部落むらづくり委員会（本間秀實部落長）
の皆さんが地域活性化の活動として10年以上続け
ている取り組み。そして今年、隣接する松岡文殊尊
の境内の桜が連休中に開花を迎えた。桜とこいのぼ
りの組み合わせは、めざみの里観光物産館に立ち
寄った多くのお客様の目にもとまり、家族連れなど
が公園や境内に足を運んで日本の原風景に思いを馳
せていた。

松岡文殊尊
松原地区
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渡辺アツシさん（福島県福島市）
　この３月のダイヤ改正により、旧型車両が無くなるとのこ
とで、２年間にわたって米坂線を撮影してきました。今回、
その中の作品を選んでいただき、私自身も記念に残る受賞と
なりました。雪深い早朝に、福島から出かけた苦労が報われ
ました。ありがとうございました。

撮影者

写真家 佐藤秀明先生の講評
　題名の「いざ、峠へ！」というのは勇ましすぎるように思
います。薄暗い雪原を走る列車の姿からはむしろ哀愁が漂っ
てきます。この列車が遠ざかるものであればなおさらです。
撮影したときの興奮がそのまま題名になってしまったのでは
ないでしょうか。

いざ、峠へ！

（撮影場所／手ノ子地内）

【入選作品】

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。
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